
宮崎市公立夜間中学設置基本計画（概要版）

１ 宮崎市における公立夜間中学の設置に係る基本方針
（１）目指す学校像

公立夜間中学では、年齢や国籍その他の置かれている状況にかかわりなく、多様な生
徒が在籍し、学習の目的やニーズ、卒業後の目標・進路も様々となることが想定されま
す。このことから、生徒一人一人の個性を大切にし、誰もが安心して学び、自分らしい
生き方を探究できる生徒が主役の学校づくりに努めます。

（２）学校づくりの視点
① 多様性の尊重 ② 一人一人に応じた学びの提供 ③ 自己実現に向けた支援

２ 宮崎市の公立夜間中学設置の枠組

（１）開校時期（予定）
令和６年４月

（２）設置場所
宮崎市教育情報研修センター内

（３）設置形態
単独校

（４）学校規模
１学年１学級
※ 校長が必要と認める場合には、生徒の実態や教職員数等を考慮して、習熟度別に
コースを設定するなど、適切に編成できるものとします。

（５）入学対象者
以下のすべてを満たす人
① 学齢期（満１５歳に達した日以降の最初の３月３１日）を過ぎた人
② 中学校を卒業していない人、または、卒業していても不登校等の理由により、
十分に学ぶことができなかった人（国籍は問いません。）
③ 県内に居住し、通学が可能な人

（６）修業年限
３年
※ 本人の意思と学習の修得状況を踏まえ、校長が必要と認めた場合は、４年以上
の在籍を認めます。（上限は原則６年）

（７）入学時期
原則４月入学
※ ４月以降の入学希望者については、在籍者数を考慮したうえで、事前相談、体験
入学、面談を実施し、校長と宮崎市教育委員会の協議を経て、入学の可否を決定し、
１０月での入学を認めます。

（８）編入学対応
第２学年、第３学年からの編入学も可能

生徒一人一人の個性を大切にし、誰もが安心して学び、

自分らしい生き方を探究できる学校


